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技術の頂点へ再び

コストで勝る韓・中に対抗

　
造
船
業
界
で
は
「
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
」
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
ん
で
い
る
。
世
界
的
な

燃
料
価
格
の
高
騰
に
加
え
、

２
０
１
３
年
か
ら
は
国
際
的

な
環
境
規
制
の
導
入
を
控
え

て
い
る
た
め
だ
。
大
手
造
船

会
社
だ
け
で
な
く
、
中
堅
・

中
小
造
船
所
で
も
取
り
組
み

が
本
格
化
し
て
い
る
。
新
造

船
の
受
注
環
境
は
低
迷
し
、

韓
国
・
中
国
に
造
船
大
国
の

地
位
を
奪
わ
れ
つ
つ
あ
る
日

本
の
造
船
業
界
。
エ
コ
が
復

権
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。

泡
の
力
活
用

　
船
舶
の
環
境
規
制
は
国
際

海
事
機
関

Ｉ
Ｍ
Ｏ

で
決

め
ら
れ
て
い
る
。

年
７

月
、
国
際
海
運
に
お
い
て

年
１
月
以
降
建
造
す
る
船
に

つ
い
て
「
１

の
貨
物
を
１

運
ぶ
の
に
必
要
な
二
酸
化

炭
素

Ｃ
Ｏ
２

数
」
を

指
数
化
し
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
設
計
指
標

Ｅ
Ｅ
Ｄ

Ｉ

」
に
基
づ
き
規
制
値
を

満
た
す
こ
と
を
義
務
づ
け

た
。
規
制
は
段
階
的
に
強
化

さ
れ
、
「
フ
ェ
ー
ズ
３
」
と

な
る

年
以
降
は
平
均
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
比
で

％
以
上
の

効
率
改
善
が
必
要
に
な
る
。

　
各
社
の
取
り
組
み
も
進
ん

で
い
る
。
三
菱
重
工
業
は
空

気
の
泡
の
力
で
船
底
の
摩
擦

抵
抗
を
低
減
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
約

％
削
減
す
る
新

型
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ア

バ
ラ

積
み
貨
物
運
搬
船

を
開

発
。
商
業
化
第
１
弾
と
し
て

米
穀
物
大
手
の
ア
ー
チ
ャ
ー

・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
・
ミ
ッ
ド
ラ

ン
ド

Ａ
Ｄ
Ｍ

向
け
に
建

造
す
る
穀
物
輸
送
船
３
隻
を

受
注
し
た
。

バ
ラ
ス
ト
水
低
減

　
三
井
造
船
も
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
を

％
削
減
す
る
船
舶
を

開
発
。
次
世
代
型
の
６
万
６

０
０
０
重
量

型
バ
ル
ク
キ

ャ
リ
ア
「
ネ
オ
・
ス
ー
プ
ラ

マ
ッ
ク
ス

Ｂ
Ｃ
」
と
し
て

提
案
を
進
め
て
い
る
。
ア
イ

・
エ
イ
チ
・
ア
イ
マ
リ
ン
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド

Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ

Ｕ
、
東
京
都
港
区

も
Ｃ
Ｏ

２
・
燃
費
を
約

％
削
減
し

た
「
ｅ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」
を

開
発
。
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
や

大
型
タ
ン
カ
ー

Ｖ
Ｌ
Ｃ

Ｃ

、
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ア
で

概
念
設
計
を
完
了
し
た
。

　
専
業
大
手
で
も
大
島
造
船

所

長
崎
県
西
海
市

と
名

村
造
船
所

大
阪
市
西
区

が
バ
ラ
ス
ト
水
低
減
船
を
共

同
開
発
し
た
。
船
底
を
ス
リ

ム
化
し
て
バ
ラ
ス
ト
水
の
積

載
量
を
６
割
低
減
す
る
こ
と

で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

％
削

減
で
き
る
。
名
村
造
船
は

万

級
Ｖ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
、
大
島

造
船
は
４
万

級
チ
ッ
プ
船

に
採
用
し
て
実
用
化
を
図

る
。サ
ノ
ヤ
ス
造
船
大
阪
市

北
区

も
フ
ィ
ン
や
船
首
を

改
良
し
た
次
世
代
省
エ
ネ
船

を
提
案
。
ま
た
外
部
の
設
計

機
関
と
提
携
し
て
次
世
代
省

エ
ネ
船
の
開
発
に
乗
り
出
す

の
は
日
本
中
小
型
造
船
工
業

会
だ
。
外
部
の
知
見
を
生
か

し
て
抵
抗
の
少
な
い
船
型
・

プ
ロ
ペ
ラ
な
ど
を
設
計
し
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
大
幅
に
削

減
し
た
省
エ
ネ
船
を

年
度

初
頭
に
市
場
投
入
す
る
。

日
本
の
出
番

　
新
造
船
の
受
注
競
争
で
は

規
模
と
コ
ス
ト
で
勝
る
韓

国
、
中
国
に
引
き
離
さ
れ
て

い
る
の
が
現
状
だ
。
Ｉ
Ｈ
Ｓ

統
計

旧
ロ
イ
ド
統
計

で

は
２
０
１
１
年
世
界
主
要
造

船
国
別
受
注
量
シ
ェ
ア

総

ト
ン
数

で
韓
国
が

・
２

％
と
首
位
で
、
続
い
て
中
国

の

・
０
％
。
日
本
は

・

５
％
。
円
高
影
響
も
あ
り
、

韓
国
・
中
国
に
２
倍
以
上
の

差
を
開
け
ら
れ
て
い
る
。

　
だ
が
環
境
対
策
が
不
可
避

に
な
る
中
、
既
存
船
の
更
新

は
今
後
進
む
見
通
し
で
、
そ

こ
に
技
術
力
で
優
位
性
を
誇

る
日
本
の
出
番
が
あ
る
。
日

本
の
造
船
各
社
は
環
境
性
能

の
高
い
高
付
加
価
値
船
を
い

ち
早
く
投
入
し
て
、
規
模
や

コ
ス
ト
で
な
い
強
み
で
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
構
え
だ
。

川重のギガセル ニッケル水素を採用し、高
速・大容量の充放電特性に優れる

川
重
と
東
急
協
業

　
川
崎
重
工
業
の
地
上
蓄
電

設
備
Ｂ
Ｐ
Ｓ
は
、
ニ
ッ
ケ

ル
水
素
電
池
に
た
め
込
ん
だ

電
力
を
複
数
の
車
両
で
融
通

し
合
う
エ
コ
シ
ス
テ
ム
だ
。

２
０
１
１
年
に
終
え
た
東
京

急
行
電
鉄
田
園
都
市
線
の
実

証
試
験
で
、
試
算
上
、
電
力

を
年
間
１
６
０
０

時
、

Ｃ
Ｏ
２
を
６
６
９

そ
れ
ぞ

れ
削
減
す
る
成
果
を
得
た
。

川
重
は
米
国
で
も
同
様
の
実

験
を
完
了
し
て
お
り
、
国
内

外
で
事
業
化
を
急
ぐ
。

　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
で

採
用
さ
れ
て
い
る
ブ
レ
ー
キ

時
に
生
じ
る
運
動
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

換
す
る
回
生
ブ
レ
ー
キ
。
自

動
車
だ
け
で
な
く
、
鉄
道
で

も
有
効
な
技
術
だ
。
川
重
の

Ｂ
Ｐ
Ｓ
は
駅
に
停
車
し
よ
う

と
す
る
車
両

回
生
車
両

か
ら
の
電
力
を
、
発
電
所
に

設
置
し
た
蓄
電
池
で
た
め

る
。
続
い
て
、
充
電
し
た
電

力
を
駅
か
ら
出
発
す
る
車
両

力
行
車
両

に
放
電
す
る

こ
と
で
、
鉄
道
の
消
費
電
力

を
抑
え
る
仕
組
み
だ
。

充
放
電
で
利
点

　
川
重
は
Ｂ
Ｐ
Ｓ
に
自
社
で

開
発
し
た
大
容
量
・
密
閉
型

ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
「
ギ
ガ

セ
ル
」
を
採
用
し
た
。
同
社

に
よ
る
と
、
競
合
メ
ー
カ
ー

が
採
用
し
て
い
る
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
タ
イ
プ
に
比

べ
、
高
速
で
大
容
量
を
充
放

電
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
「
鉄
道
車
両
の
よ
う
な

重
量
物
に
は
う
っ
て
つ
け
の

電
池
」

川
重

。

　
東
急
電
鉄
と
の
試
験
は
一

般
的
な
鉄
道
電
圧
で
あ
る
Ｄ

Ｃ
１
５
０
０

き
電
線
に
直

結
す
る
鉄
道
シ
ス
テ
ム
で
、

ブ
レ
ー
キ
性
能
が
低
下
す
る

回
生
失
効
の
抑
制
、
消
費
電

力
と
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
、
架
線

電
圧
安
定
化
と
い
っ
た
効
果

を
世
界
で
初
め
て
認
め
た
。

　
架
線
に
ギ
ガ
セ
ル
を
直
結

す
る
こ
と
で
、
任
意
の
電
圧

・
電
流
に
制
御
す
る
高
圧
チ

ョ
ッ
パ
制
御
装
置
が
不
要

だ
。
こ
れ
に
よ
り
低
コ
ス
ト

化
や
小
型
化
、
制
御
遅
れ
・

損
失
が
な
く
、
信
号
設
備
に

誘
導
障
害
を
及
ぼ
す
こ
と
も

な
い
と
い
う
。

米
国
で
試
験

　
川
重
に
よ
る
日
本
発
の
技

術
は
海
外
の
試
験
で
も
成
果

を
得
て
い
る
。
東
急
電
鉄
の

実
証
試
験
に
先
立
ち
、

年

に
は
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
営

地
下
鉄
の
営
業
路
線
で
試
験

を
成
功
さ
せ
た
。
ク
イ
ー
ン

ズ
地
区
に
あ
る
変
電
所
か
ら

の
供
給
電
力
量
を
削
減
し
た

ほ
か
、
停
電
時
の
安
全
対
策

と
し
て
効
果
が
あ
っ
た
。

　
米
国
で
は
電
力
供
給
が
不

安
定
な
こ
と
か
ら
、
停
電
時

に
も
車
両
を
安
全
な
場
所
に

移
動
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
川
重
は
、
こ
れ
を
蓄

電
し
た
電
力
で
実
現
し
た
。

　
試
験
は
空
調
、
照
明
を
作

動
さ
せ
た
ま
ま
、

両
編
成

の
車
両
を
２
・
５

移
動

さ
せ
る
こ
と
に
成
功
。
し
か

も
移
動
に
使
っ
た
電
力
は
電

池
容
量
の

％
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
仮
に
電
池
容
量
の
全

て
を
使
用
す
る
と
、
最
大

編
成
を
１
・
２

移
動
さ

せ
ら
れ
る
試
算
が
成
り
立
つ

と
い
う
。
好
結
果
を
受
け

て
、
路
線
の
乗
り
入
れ
が
多

く
電
力
不
足
が
よ
り
深
刻
な

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
地
区
で
の
実

証
実
験
に
発
展
。
今
年
２
月

ま
で
テ
ス
ト
を
続
け
た
。

　
ま
た
、
川
重
は
ギ
ガ
セ
ル

を
搭
載
し
た
低
床
電
池
駆
動

の
路
面
電
車
「
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｍ

Ｏ
」
を
開
発
し
た
。
受
注
実

績
は
な
い
が
、
用
途
拡
大
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
鉄
道
分

野
だ
け
で
完
結
さ
せ
ず
、
将

来
的
に
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

次
世
代
電
力
網

や
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
採

用
し
て
い
く
方
針
だ
。
４
月

に
は
三
菱
電
機
と
手
を
組

み
、
実
証
試
験
装
置

ギ
ガ

セ
ル
シ
ス
テ
ム

の
運
転
を

始
め
た
と
こ
ろ
だ
。

環
境
技
術
で
世
界
に
勝
つ

エコが復権のキーワード
造
　
　
船

蓄
電
設
備
で
電
力
融
通

来年の国際規制に照準

鉄
　
　
道

ＣＯ２削減し架線電圧も安定
日本中小型造船工業会が開発
を進める省エネ型ダクト

温暖化防止に大きく貢献する
三菱重工のバラ積み運搬船

東急電鉄「つきみ野変電所」
に設置した地上蓄電設備

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ５月３１日 木曜日 　　


